
重点的取組　（５）DV・児童虐待等あらゆる暴力の根絶と被害者への支援

《第４次千葉県男女共同参画計画》平成28年度事業　評価シート 施策コード 69

１　事業の概要
Ⅱ 基本的な課題 4 施策の方向 ① 施策番号 1

決算額計(千円)

増加を目指し
ます

実績 -

２　事業の実施結果

３　評価
（1）男女共同参画の視点からのチェック（該当する項目のみ記載）

No. チェック

1

2

3 ○

No. チェック

4 ○

5

6 ○

No. チェック

7

8

9

（2）改善点等

数値目標など

事　業　名 ＤＶ相談カード等の作成配布

担　当　課 男女共同参画課

基本目標

当初予算額計（千円） 1,323 1,131

事業の概要・目的

被害者への相談窓口の周知を図るため、ＤＶ相談カードを作成し、ＤＶ相談ステッカーと併せて、市町村や県の関係機
関等に配布する。また、デートＤＶへの理解及び相談窓口への周知を図るため、県内の高等学校に在籍する生徒（１年
生）を対象とした、デートＤＶ相談カードを作成・配付する。
その他、家庭に向けた啓発用パンフレットを作成し、一歳半健康診断、就学時健康診断で配布する。

女性向け相談カード、男性向け相談カード等
で相談窓口を周知した

企
画
・
立
案
過
程

★視点１　企画への参画
チェック項目 説明

事業内容や事業の設計が、固定的な性別役割分担を前提としたも
のになっていないか

企画、立案過程で女性、男性双方が参画したか

性に起因する問題に配慮したか
女性向け相談カードを女性トイレ等に配置し
た。

チェック項目 説明

女性、男性双方にとって利用しやすい形態（情報提供、時間帯、そ
の他の配慮（育児・介護の便宜）等）となっているか

実
施
結
果
・
効
果

事業を利用・参加した人々の性別データが存在するか

男女のいずれか一方に偏った受益となっていないか
女性専用相談窓口と、男性専用相談窓口に
ついて周知した

固定的な性別役割分担意識の解消に向けた啓発となったか

★視点３　男女共同参画社会形成への貢献
チェック項目 説明

＜改善した点＞
家庭向けのパンフレットについて、図書館、健康福祉センターでの配架を行い、より多くの県民への周知を図った。

＜課題・今後改善すべき点＞
ＤＶ相談カードの配架場所の拡大や、家庭向けパンフレットの配布機会の拡大等により、更なる広報啓発に努める必要がある。

ワーク・ライフ・バランスの啓発、促進に貢献したか

事業分野における女性、男性の参画の促進に貢献したか

指標名等 ＤＶが人権侵害であると認識する人の割合

目標

県機関（健康福祉センター、児童相談所、地域振興事務所、県立図書館、免許センター等）、各市町村、ＤＶ被害者支援団体、病
院、郵便局、銀行等金融機関、母子生活支援施設、弁護士会等に、ＤＶ相談カード約350,000枚配架、ステッカー1,980枚配置、県
内高校1年生全員にデートＤＶ相談カード約60,000枚配布、各市町村の就学時健診、1歳半健診の際に家庭向けの啓発用パンフ
レット約120,000冊配付

★視点２　受益の公平性



重点的取組　（５）DV・児童虐待等あらゆる暴力の根絶と被害者への支援

《第４次千葉県男女共同参画計画》平成28年度事業　評価シート 施策コード 70

１　事業の概要
Ⅱ 基本的な課題 4 施策の方向 ① 施策番号 1

決算額計(千円)

増加を目指し
ます

実績 -

２　事業の実施結果

,
３　評価

（1）男女共同参画の視点からのチェック（該当する項目のみ記載）

No. チェック

1

2 ○

3

No. チェック

4 ○

5 ○

6

No. チェック

7 ○

8

9

（2）改善点等

★視点２　受益の公平性

数値目標など

事　業　名 街頭キャンペーンの実施等による県民への意識啓発

担　当　課 男女共同参画課

基本目標

当初予算額計（千円） 1,201 931

事業の概要・目的

県民に対しＤＶに対する理解と認識を深めてもらうことを目的に、11月12日から25日の「女性に対する暴力をなくす運
動」期間中に関係機関等と協働し、ＤＶ防止を呼び掛ける街頭キャンペーンを行うとともに、各市町村と連携して自治会
の回覧板を活用した啓発チラシの供覧配布を行い県民の意識の向上を図る。

企画、立案過程で女性、男性双方が参画したか

性に起因する問題に配慮したか

指標名等 ＤＶが人権侵害であると認識する人の割合

目標

　ＤＶ防止街頭キャンペーンを企業・団体・市町村・県警の協力を得て実施し、啓発物資等を約4,000人に配布した（11/12イオンモール木更津、
11/16そごう千葉店前広場)ほか、ＤＶ防止セミナー（11/22 千葉商工会議所）を開催（参加21名）した。また、「女性に対する暴力をなくす運動」
期間中に、ＤＶ防止啓発リーフレットを作成し、県内市町村と連携して自治会の回覧板を活用して配布・供覧した。（約96,500枚）

★視点１　企画への参画

女性、男性双方にとって利用しやすい形態（情報提供、時間帯、そ
の他の配慮（育児・介護の便宜）等）となっているか

男女双方が利用する駅、大型商業施設で
キャンペーンを実施した。

実
施
結
果
・
効
果

事業を利用・参加した人々の性別データが存在するか
ＤＶ防止セミナーは参加者を男女別で集計し
ている。

男女のいずれか一方に偏った受益となっていないか

★視点３　男女共同参画社会形成への貢献
チェック項目 説明

企
画
・
立
案
過
程

チェック項目 説明

チェック項目 説明

事業内容や事業の設計が、固定的な性別役割分担を前提としたも
のになっていないか

＜改善した点＞
　チーバくんなどのマスコットキャラクター等を活用し、親しみやすい啓発に努めたほか、女性警察官による護身術の模範演技を
行い、女性の暴力被害防止につながる広報を実施した。

＜課題・今後改善すべき点＞
　ＤＶは、児童虐待とも密接な関係にあることから、街頭キャンペーンにおいて児童虐待防止の広報を併せて行うとともに、ＤＶ防
止セミナーにより多くの県民が参加できるよう、検討する必要がある。

固定的な性別役割分担意識の解消に向けた啓発となったか
女性が被害者となりやすいＤＶについての広
報啓発を行った。

ワーク・ライフ・バランスの啓発、促進に貢献したか

事業分野における女性、男性の参画の促進に貢献したか



重点的取組　（５）DV・児童虐待等あらゆる暴力の根絶と被害者への支援

《第４次千葉県男女共同参画計画》平成28年度事業　評価シート 施策コード 71

１　事業の概要
Ⅱ 基本的な課題 4 施策の方向 ① 施策番号 1

決算額計(千円)

増加を目指し
ます

実績 -

２　事業の実施結果

３　評価
（1）男女共同参画の視点からのチェック（該当する項目のみ記載）

No. チェック

1

2

3

No. チェック

4

5 ○

6 ○

No. チェック

7 ○

8

9

（2）改善点等

★視点２　受益の公平性

数値目標など

事　業　名 セミナーの開催等によるＤＶ予防教育の推進

担　当　課 男女共同参画課

基本目標

当初予算額計（千円） 1,200 1,200

事業の概要・目的

ＤＶ予防教育の一環として、若者が自分自身の問題としてＤＶについて考えることにより、将来にわたり｢互いに尊重で
きるパートナーシップのあり方｣を学ぶことを目的に、高等学校等に外部の講師を派遣し、ＤＶ予防に関するセミナーを
実施する。

企画、立案過程で女性、男性双方が参画したか

性に起因する問題に配慮したか

指標名等 ＤＶが人権侵害であると認識する人の割合

目標

高校等での｢若者のためのＤＶ予防セミナー」高校33校35セミナー、大学４校５セミナー実施
セミナー参加人数１５，７７９名

★視点１　企画への参画

女性、男性双方にとって利用しやすい形態（情報提供、時間帯、そ
の他の配慮（育児・介護の便宜）等）となっているか

実
施
結
果
・
効
果

事業を利用・参加した人々の性別データが存在するか アンケートを取り、性別を含めて集計している

男女のいずれか一方に偏った受益となっていないか

★視点３　男女共同参画社会形成への貢献
チェック項目 説明

企
画
・
立
案
過
程

チェック項目 説明

チェック項目 説明

事業内容や事業の設計が、固定的な性別役割分担を前提としたも
のになっていないか

＜改善した点＞

＜課題・今後改善すべき点＞
セミナーの募集時期、募集内容を検討し、より多くの学校が応募しやすい形態となるよう考慮する必要がある。

固定的な性別役割分担意識の解消に向けた啓発となったか お互いに尊重することの重要性を教えている

ワーク・ライフ・バランスの啓発、促進に貢献したか

事業分野における女性、男性の参画の促進に貢献したか



重点的取組　（５）DV・児童虐待等あらゆる暴力の根絶と被害者への支援

《第４次千葉県男女共同参画計画》平成28年度事業　評価シート 施策コード 72

１　事業の概要
Ⅱ 基本的な課題 4 施策の方向 ① 施策番号 2

決算額計(千円)

－ 実績 20,269件

２　事業の実施結果

３　評価
（1）男女共同参画の視点からのチェック（該当する項目のみ記載）

No. チェック

1 ○

2

3 ○

No. チェック

4 ○

5 ○

6 ○

No. チェック

7 ○

8

9

（2）改善点等

数値目標など

事　業　名 配偶者暴力相談支援センターにおける相談

担　当　課 男女共同参画課

基本目標

当初予算額計（千円） 125,822 120,589

事業の概要・目的

県内15ヵ所の配偶者暴力相談支援センターにおいて、配偶者等からの暴力、子育て、生き方など女性及び男性が抱え
る様々な悩みや問題に対し、相談者自身が自らの力で解決していけるように支援するため、電話や面接、カウンセリン
グによる相談事業を実施する。
また、法律やこころ(精神)に関わる問題について、弁護士や精神科医が助言する女性のための専門相談を併せて実
施する。

企画、立案過程で女性、男性双方が参画したか

性に起因する問題に配慮したか

指標名等 －

目標

　県の配偶者暴力相談支援センターでの平成28年度の相談件数は、20,269件(うちＤＶ5,325件)であった。男女共同参画センター
では男性専門の相談窓口を設置し、来所と電話による相談を受理した。（男女共同参画センターでの男性相談789件）各相談窓
口では、被害者の意向に基づき、必要な福祉制度についての情報提供や助言を行った。

★視点１　企画への参画

女性、男性双方にとって利用しやすい形態（情報提供、時間帯、そ
の他の配慮（育児・介護の便宜）等）となっているか

女性専用の窓口と男性専用の窓口を別に設
置した。

実
施
結
果
・
効
果

事業を利用・参加した人々の性別データが存在するか
相談受理状況について性別を含めた統計を
取っている。

男女のいずれか一方に偏った受益となっていないか
女性専用窓口のほか、男性専用窓口も設置
して相談に対応している。

★視点３　男女共同参画社会形成への貢献
チェック項目 説明

企
画
・
立
案
過
程

チェック項目 説明

チェック項目 説明

事業内容や事業の設計が、固定的な性別役割分担を前提としたも
のになっていないか

＜改善した点＞
　業務マニュアルの改訂や相談対応に必要な知識と技術習得のための研修の実施などにより資質向上を図った。

＜課題・今後改善すべき点＞
　相談件数は高止まりであり、相談内容も複雑・多様化していることから、適切に対応できるよう今後も基本的な研修を実施すると
ともに、専門知識習得に向けた研修を実施して、相談に対応する職員の資質向上を図る必要がある。

固定的な性別役割分担意識の解消に向けた啓発となったか
男女双方からＤＶなどの男女問題に関する相
談を受け、助言を行った。

ワーク・ライフ・バランスの啓発、促進に貢献したか

事業分野における女性、男性の参画の促進に貢献したか



重点的取組　（５）DV・児童虐待等あらゆる暴力の根絶と被害者への支援

《第４次千葉県男女共同参画計画》平成28年度事業　評価シート 施策コード 73

１　事業の概要
Ⅱ 基本的な課題 4 施策の方向 ① 施策番号 2

決算額計(千円)

－ 実績 97件

２　事業の実施結果

３　評価
（1）男女共同参画の視点からのチェック（該当する項目のみ記載）

No. チェック

1

2

3 ○

No. チェック

4

5

6

No. チェック

7 ○

8

9

（2）改善点等

★視点２　受益の公平性

数値目標など

事　業　名 女性サポートセンターにおける一時保護

担　当　課 男女共同参画課

基本目標

当初予算額計（千円） 48,698 37,003

事業の概要・目的

配偶者からの暴力の被害者である女性、人身取引被害者、自立のための援助を必要とする女性及びその同伴児童の
安全確保のため、その女性の状況に応じて一時保護を実施し、相談、カウンセリング、ケースワーク等による問題解
決、自立に向けた支援を行う。

企画、立案過程で女性、男性双方が参画したか

性に起因する問題に配慮したか

指標名等 －

目標

　ＤＶ被害者をはじめとした保護が必要な女性を一時保護（平成28年度97件（うちＤＶ67件））するとともに、関係機関と連携し退所
後の自立に向けたきめ細かい支援を実施した。

★視点１　企画への参画

女性、男性双方にとって利用しやすい形態（情報提供、時間帯、そ
の他の配慮（育児・介護の便宜）等）となっているか

実
施
結
果
・
効
果

事業を利用・参加した人々の性別データが存在するか

男女のいずれか一方に偏った受益となっていないか

★視点３　男女共同参画社会形成への貢献
チェック項目 説明

企
画
・
立
案
過
程

チェック項目 説明

チェック項目 説明

事業内容や事業の設計が、固定的な性別役割分担を前提としたも
のになっていないか

＜改善した点＞
　ＤＶ被害者などの一時保護と被害者へのきめ細かい支援を行い、被害者の安全確保と自立支援を行った。

＜課題・今後改善すべき点＞
　県内のＤＶ相談は高止まり傾向であるとともに、被害者が精神的に不安定な状態が長く続くなど、自立に向けた支援が困難な事
例も多い。ケースワーカーの資質向上を引き続き図っていくとともに、関係機関が連携して支援にあたることが必要である。

固定的な性別役割分担意識の解消に向けた啓発となったか

ＤＶ被害者の自立を支援することで、被害者
の固定的な性別役割意識の解消につなげ
た。

ワーク・ライフ・バランスの啓発、促進に貢献したか

事業分野における女性、男性の参画の促進に貢献したか



重点的取組　（５）DV・児童虐待等あらゆる暴力の根絶と被害者への支援

《第４次千葉県男女共同参画計画》平成28年度事業　評価シート 施策コード 74

１　事業の概要
Ⅱ 基本的な課題 4 施策の方向 ① 施策番号 2

決算額計(千円)

- 実績
7回
610名参加

２　事業の実施結果

３　評価
（1）男女共同参画の視点からのチェック（該当する項目のみ記載）

No. チェック

1

2 ○

3

No. チェック

4

5 ○

6

No. チェック

7 ○

8

9

（2）改善点等

★視点２　受益の公平性

数値目標など

事　業　名 ＤＶ職務関係者への研修

担　当　課 男女共同参画課

基本目標

当初予算額計（千円） 394 228

事業の概要・目的

ＤＶ被害者に対しては、担当者が安全に十分配慮し、被害者の立場に立った上で、迅速かつ的確な対応が必要である
ため、ＤＶ職務担当者に対して研修を実施し、相談能力の向上や支援体制の充実を図る。4月、6月、9月に各2回実施
予定。

企画、立案過程で女性、男性双方が参画したか

性に起因する問題に配慮したか

指標名等 -

目標

市町村、県の相談担当職員等を対象として研修を実施した。
新任研修Ⅰ部2回252名、新任研修Ⅱ部2回192名、経験者研修2回114名、自立支援スキルアップ研修1回52名

★視点１　企画への参画

女性、男性双方にとって利用しやすい形態（情報提供、時間帯、そ
の他の配慮（育児・介護の便宜）等）となっているか

実
施
結
果
・
効
果

事業を利用・参加した人々の性別データが存在するか
研修参加者から性別を含めたアンケートを
取っている。

男女のいずれか一方に偏った受益となっていないか

★視点３　男女共同参画社会形成への貢献
チェック項目 説明

企
画
・
立
案
過
程

チェック項目 説明

チェック項目 説明

事業内容や事業の設計が、固定的な性別役割分担を前提としたも
のになっていないか

＜改善した点＞
　ＤＶをはじめとする相談は高止まりであり、職員にも様々な知識が求められていることから、専門的研修としてＤＶ被害者支援に
必要な法律知識、就職支援のノウハウに関する研修を実施した。

＜課題・今後改善すべき点＞
　基本的な研修を継続するとともに、相談員の専門性を高める研修のさらなる充実を図ることで、よりきめ細かい被害者支援につ
なげる。

固定的な性別役割分担意識の解消に向けた啓発となったか ＤＶ被害者支援のための研修を行った。

ワーク・ライフ・バランスの啓発、促進に貢献したか

事業分野における女性、男性の参画の促進に貢献したか



重点的取組　（５）DV・児童虐待等あらゆる暴力の根絶と被害者への支援

《第４次千葉県男女共同参画計画》平成28年度事業　評価シート 施策コード 75

１　事業の概要
Ⅱ 基本的な課題 4 施策の方向 ① 施策番号 2

決算額計(千円)

- 実績 -

２　事業の実施結果

３　評価
（1）男女共同参画の視点からのチェック（該当する項目のみ記載）

No. チェック

1

2

3 ○

No. チェック

4

5 ○

6 ○

No. チェック

7

8

9

（2）改善点等

★視点２　受益の公平性

数値目標など

事　業　名 ＤＶ被害者の生活再建支援

担　当　課 男女共同参画課

基本目標

当初予算額計（千円） 1,095 777

事業の概要・目的

　一時保護を受けたＤＶ被害者が一時保護所を退所した後、住宅、就業などの生活基盤の確保や子育て、加害者から
の追及や離婚といった様々な課題を解決するため、裁判所や役所・病院等へ行く際の同行や、入所中の転宅先選定
の際の同行、退所日の転宅先までの同行、転宅先での生活環境整備の支援を行い、ＤＶ被害者の社会的自立を促進
する。事業の実施に当たっては、支援のノウハウを持つ民間団体に委託して実施する。
　また、支援者を含めた安全確保のためにボランティア保険及びココセコム（緊急通報システム）に加入し、警察本部と
も連携を図る。

企画、立案過程で女性、男性双方が参画したか

性に起因する問題に配慮したか

指標名等 -

目標

　コーディネート業務　　　　　　　　　　２件
　同行支援　　　　　　　　　　　　　　　２回
　ＤＶ被害者生活再建支援サポーター研修　１回

★視点１　企画への参画

女性、男性双方にとって利用しやすい形態（情報提供、時間帯、そ
の他の配慮（育児・介護の便宜）等）となっているか

実
施
結
果
・
効
果

事業を利用・参加した人々の性別データが存在するか

男女のいずれか一方に偏った受益となっていないか

★視点３　男女共同参画社会形成への貢献
チェック項目 説明

企
画
・
立
案
過
程

チェック項目 説明

チェック項目 説明

事業内容や事業の設計が、固定的な性別役割分担を前提としたも
のになっていないか

＜改善した点＞
　被害者のニーズを反映し、退所日の県外の転宅先における生活環境整備の支援も対象とするため、ＤＶ被害者生活再建支援
事業実施要領の改正を行った。

＜課題・今後改善すべき点＞
　一時保護所入所者数の減少等により当事業の利用者数が減少傾向にあるため、事業のより一層の周知を図るとともに、被害
者のニーズを把握し必要に応じ見直しを検討する。

固定的な性別役割分担意識の解消に向けた啓発となったか

ワーク・ライフ・バランスの啓発、促進に貢献したか

事業分野における女性、男性の参画の促進に貢献したか



重点的取組　（５）DV・児童虐待等あらゆる暴力の根絶と被害者への支援

《第４次千葉県男女共同参画計画》平成28年度事業　評価シート 施策コード 77

１　事業の概要
Ⅱ 基本的な課題 4 施策の方向 ① 施策番号 4

決算額計(千円)

- 実績 -

２　事業の実施結果

３　評価
（1）男女共同参画の視点からのチェック（該当する項目のみ記載）

No. チェック

1 ○

2 ○

3 ○

No. チェック

4 ○

5 ○

6 ○

No. チェック

7 ○

8 ○

9 ○

（2）改善点等

★視点２　受益の公平性

数値目標など

事　業　名 児童相談所虐待防止体制の強化

担　当　課 児童家庭課

基本目標

当初予算額計（千円） 102,714 90,968

事業の概要・目的

増加・深刻化する児童虐待の防止に向け、児童相談所体制を整備し、児童虐待の未然防止、早期発見・対応、被虐待
児童及び保護者等へのフォローアップについて総合的な施策の推進を図る。
・児童虐待等電話相談　・携帯電話による連絡体制の整備　・保護者不在児童等健康診断料
・児童虐待家庭支援専門員の配置　・一時保護所に心理療法担当職員を配置　・被虐待児等訪問心理療法等事業
・被虐待児等へのグループ指導事業　・保護者へのカウンセリング指導　・家族関係支援事業　・ふれあい心の友訪問
事業

企画、立案過程で女性、男性双方が参画したか

性に起因する問題に配慮したか

指標名等 -

目標

増加・深刻化する児童虐待の防止に向け、児童相談所体制を整備し、児童虐待の未然防止、早期発見・対応、被虐待児童及び保護者等への
フォローアップについて総合的な施策の推進を図った。
・児童虐待等電話相談　・携帯電話による連絡体制の整備　・保護者不在児童等健康診断料　・児童虐待家庭支援専門員の配置
・一時保護所に心理療法担当職員を配置　・被虐待児等訪問心理療法等事業　・被虐待児等へのグループ指導事業　・保護者へのカウンセリ
ング指導
・家族関係支援事業　・ふれあい心の友訪問事業

★視点１　企画への参画

女性、男性双方にとって利用しやすい形態（情報提供、時間帯、そ
の他の配慮（育児・介護の便宜）等）となっているか

実
施
結
果
・
効
果

事業を利用・参加した人々の性別データが存在するか

男女のいずれか一方に偏った受益となっていないか

★視点３　男女共同参画社会形成への貢献
チェック項目 説明

企
画
・
立
案
過
程

チェック項目 説明

チェック項目 説明

事業内容や事業の設計が、固定的な性別役割分担を前提としたも
のになっていないか

＜改善した点＞

＜課題・今後改善すべき点＞

固定的な性別役割分担意識の解消に向けた啓発となったか

ワーク・ライフ・バランスの啓発、促進に貢献したか

事業分野における女性、男性の参画の促進に貢献したか



重点的取組　（５）DV・児童虐待等あらゆる暴力の根絶と被害者への支援

《第４次千葉県男女共同参画計画》平成28年度事業　評価シート 施策コード 78

１　事業の概要
Ⅱ 基本的な課題 4 施策の方向 ① 施策番号 4

決算額計(千円)

- 実績 -

２　事業の実施結果

３　評価
（1）男女共同参画の視点からのチェック（該当する項目のみ記載）

No. チェック

1 ○

2 ○

3 ○

No. チェック

4 ○

5 ○

6 ○

No. チェック

7 ○

8 ○

9 ○

（2）改善点等

★視点２　受益の公平性

数値目標など

事　業　名 児童相談所専門機能の強化

担　当　課 児童家庭課

基本目標

当初予算額計（千円） 14,063 13,584

事業の概要・目的

増加・深刻化する児童虐待の防止に向け、児童相談所の専門性を強化し、児童虐待の未然防止、早期発見・対応、被
虐待児童及び保護者等へのフォローアップについて総合的な施策の推進を図るとともに関係機関への助言機能の強
化を図る。

・アドバイザー養成研修　・児童相談所職員派遣研修　・児童相談所専門性強化研修
・児童虐待対応法律アドバイザーの設置　・児童虐待対応専門委員の設置　・児童虐待対応協力医師の設置

企画、立案過程で女性、男性双方が参画したか

性に起因する問題に配慮したか

指標名等 -

目標

・アドバイザー養成研修2回124名参加、児童相談所派遣研修33名参加、児童相談所専門性強化研修延べ808名参加、児童虐待対応法律ア
ドバイザーの設置（33名、214件利用）、児童虐待対応専門委員の設置（42名、92件利用）、児童虐待対応協力医師の設置（17名・1機関、52件
利用）

★視点１　企画への参画

女性、男性双方にとって利用しやすい形態（情報提供、時間帯、そ
の他の配慮（育児・介護の便宜）等）となっているか

実
施
結
果
・
効
果

事業を利用・参加した人々の性別データが存在するか

男女のいずれか一方に偏った受益となっていないか

★視点３　男女共同参画社会形成への貢献
チェック項目 説明

企
画
・
立
案
過
程

チェック項目 説明

チェック項目 説明

事業内容や事業の設計が、固定的な性別役割分担を前提としたも
のになっていないか

＜改善した点＞

＜課題・今後改善すべき点＞

固定的な性別役割分担意識の解消に向けた啓発となったか

ワーク・ライフ・バランスの啓発、促進に貢献したか

事業分野における女性、男性の参画の促進に貢献したか



重点的取組　（５）DV・児童虐待等あらゆる暴力の根絶と被害者への支援

《第４次千葉県男女共同参画計画》平成28年度事業　評価シート 施策コード 79

１　事業の概要
Ⅱ 基本的な課題 4 施策の方向 ① 施策番号 4

決算額計(千円)

- 実績 -

２　事業の実施結果

３　評価
（1）男女共同参画の視点からのチェック（該当する項目のみ記載）

No. チェック

1 ○

2 ○

3 ○

No. チェック

4 ○

5 ○

6 ○

No. チェック

7 ○

8 ○

9 ○

（2）改善点等

★視点２　受益の公平性

数値目標など

事　業　名 児童虐待対策関係機関の強化

担　当　課 児童家庭課

基本目標

当初予算額計（千円） 2,479 1,238

事業の概要・目的

増加・深刻化する児童虐待の防止に向け、児童虐待の通告窓口となる市町村等関係機関の支援体制を強化するとと
もに各機関同士の連携強化を行い、児童虐待の未然防止、早期発見・対応、被虐待児童及び保護者等へのフォロー
アップについて効果的な体制の構築を図る。
・児童虐待防止対策担当管理職研修・ＤＶ・児童虐待相談職員研修（新任向け、経験者向け）
・母子保健担当者研修・児童虐待対応地域リーダー養成研修・関係機関研修・児童相談所地区健全育成連絡会議

企画、立案過程で女性、男性双方が参画したか

性に起因する問題に配慮したか

指標名等 -

目標

・児童虐待防止対策担当管理職研修を１回（８９名）、男女協同参画課ＤＶ防止班と共催し、ＤＶ・児童虐待相談職員研修を新任職員研修を計
４回（延４４４名）、経験者向け研修を２回（１１４名）実施した。（）内は参加者数
・市町村等母子保健担当者に対し、新任向け、実践的、専門的と３期に分け計６回（延１８８名）の研修を実施した。
・児童虐待対応地域リーダー養成研修では５児相で７回（２４２名）実施した。
・関係機関研修は教育機関向けに1回（１２３名）実施した。
・児童相談所地区健全育成連絡会議は５児相で１７回（２４６名）実施した。

★視点１　企画への参画

女性、男性双方にとって利用しやすい形態（情報提供、時間帯、そ
の他の配慮（育児・介護の便宜）等）となっているか

実
施
結
果
・
効
果

事業を利用・参加した人々の性別データが存在するか

男女のいずれか一方に偏った受益となっていないか

★視点３　男女共同参画社会形成への貢献
チェック項目 説明

企
画
・
立
案
過
程

チェック項目 説明

チェック項目 説明

事業内容や事業の設計が、固定的な性別役割分担を前提としたも
のになっていないか

＜改善した点＞

＜課題・今後改善すべき点＞

固定的な性別役割分担意識の解消に向けた啓発となったか

ワーク・ライフ・バランスの啓発、促進に貢献したか

事業分野における女性、男性の参画の促進に貢献したか



重点的取組　（５）DV・児童虐待等あらゆる暴力の根絶と被害者への支援

《第４次千葉県男女共同参画計画》平成28年度事業　評価シート 施策コード 80

１　事業の概要
Ⅱ 基本的な課題 4 施策の方向 ① 施策番号 4

決算額計(千円)

- 実績 -

２　事業の実施結果

３　評価
（1）男女共同参画の視点からのチェック（該当する項目のみ記載）

No. チェック

1 ○

2 ○

3 ○

No. チェック

4 ○

5 ○

6 ○

No. チェック

7 ○

8 ○

9 ○

（2）改善点等

★視点２　受益の公平性

数値目標など

事　業　名 子ども虐待防止地域力の強化

担　当　課 児童家庭課

基本目標

当初予算額計（千円） 10,347 6,527

事業の概要・目的

　児童虐待防止に向けた啓発活動「オレンジリボンキャンペーン」を展開し、県民に児童虐待について正しい知識と理
解を深める機会を提供するとともに、通告義務や相談機関の周知を図る。

企画、立案過程で女性、男性双方が参画したか

性に起因する問題に配慮したか

指標名等 -

目標

児童虐待防止に向けた啓発活動「オレンジリボンキャンペーン」を展開し、県民に児童虐待について正しい知識と理解を深める機会を提供す
るとともに、通告義務や相談機関の周知を図った。また、児童虐待防止啓発ステッカー、児童虐待防止啓発リーフレット、児童虐待防止啓発
カードを作成・配布した他、ラジオCMを放送し、児童虐待の防止を呼び掛けるなど、幅広い啓発を図った。

★視点１　企画への参画

女性、男性双方にとって利用しやすい形態（情報提供、時間帯、そ
の他の配慮（育児・介護の便宜）等）となっているか

実
施
結
果
・
効
果

事業を利用・参加した人々の性別データが存在するか

男女のいずれか一方に偏った受益となっていないか

★視点３　男女共同参画社会形成への貢献
チェック項目 説明

企
画
・
立
案
過
程

チェック項目 説明

チェック項目 説明

事業内容や事業の設計が、固定的な性別役割分担を前提としたも
のになっていないか

＜改善した点＞

＜課題・今後改善すべき点＞

固定的な性別役割分担意識の解消に向けた啓発となったか

ワーク・ライフ・バランスの啓発、促進に貢献したか

事業分野における女性、男性の参画の促進に貢献したか



重点的取組　（５）DV・児童虐待等あらゆる暴力の根絶と被害者への支援

《第４次千葉県男女共同参画計画》平成28年度事業　評価シート 施策コード 81

１　事業の概要
Ⅱ 基本的な課題 4 施策の方向 ① 施策番号 4

決算額計(千円)

- 実績 -

２　事業の実施結果

３　評価
（1）男女共同参画の視点からのチェック（該当する項目のみ記載）

No. チェック

1 ○

2 ○

3 ○

No. チェック

4 ○

5 ○

6 ○

No. チェック

7 ○

8 ○

9 ○

（2）改善点等

★視点２　受益の公平性

数値目標など

事　業　名 児童相談所支援システムの充実

担　当　課 児童家庭課

基本目標

当初予算額計（千円） 4,390 3,926

事業の概要・目的

児童相談所職員が児童相談に迅速かつ漏れなく対応できるよう、ＩＴ化による児童相談業務の改善を図り、児童相談所
支援システムの適切な運用管理及び必要な機能追加を行う。

企画、立案過程で女性、男性双方が参画したか

性に起因する問題に配慮したか

指標名等 -

目標

適切な運用管理を行い児童相談業務の改善に繋げた。また、平成29年7月より開始する個人番号を用いた情報連携に向け、必要なテストを
実施した。

★視点１　企画への参画

女性、男性双方にとって利用しやすい形態（情報提供、時間帯、そ
の他の配慮（育児・介護の便宜）等）となっているか

実
施
結
果
・
効
果

事業を利用・参加した人々の性別データが存在するか

男女のいずれか一方に偏った受益となっていないか

★視点３　男女共同参画社会形成への貢献
チェック項目 説明

企
画
・
立
案
過
程

チェック項目 説明

チェック項目 説明

事業内容や事業の設計が、固定的な性別役割分担を前提としたも
のになっていないか

＜改善した点＞

＜課題・今後改善すべき点＞

固定的な性別役割分担意識の解消に向けた啓発となったか

ワーク・ライフ・バランスの啓発、促進に貢献したか

事業分野における女性、男性の参画の促進に貢献したか



重点的取組　（５）DV・児童虐待等あらゆる暴力の根絶と被害者への支援

《第４次千葉県男女共同参画計画》平成28年度事業　評価シート 施策コード 82

１　事業の概要
Ⅱ 基本的な課題 4 施策の方向 ① 施策番号 4

決算額計(千円)

- 実績 -

２　事業の実施結果

３　評価
（1）男女共同参画の視点からのチェック（該当する項目のみ記載）

No. チェック

1 ○

2 ○

3 ○

No. チェック

4 ○

5 ○

6 ○

No. チェック

7 ○

8 ○

9 ○

（2）改善点等

★視点２　受益の公平性

数値目標など

事　業　名 社会福祉審議会社会的養護検討部会の開催

担　当　課 児童家庭課

基本目標

当初予算額計（千円） 1,900 615

事業の概要・目的

　児童福祉法に基づき、児童虐待の防止及び社会的養護に関する知事の諮問事項の審議、被措置児童等虐待の防
止等に関する審議を行う。

企画、立案過程で女性、男性双方が参画したか

性に起因する問題に配慮したか

指標名等 -

目標

社会的養護検討部会を開催し、被措置児童等虐待の防止等に関する審議を行った。

★視点１　企画への参画

女性、男性双方にとって利用しやすい形態（情報提供、時間帯、そ
の他の配慮（育児・介護の便宜）等）となっているか

実
施
結
果
・
効
果

事業を利用・参加した人々の性別データが存在するか

男女のいずれか一方に偏った受益となっていないか

★視点３　男女共同参画社会形成への貢献
チェック項目 説明

企
画
・
立
案
過
程

チェック項目 説明

チェック項目 説明

事業内容や事業の設計が、固定的な性別役割分担を前提としたも
のになっていないか

＜改善した点＞

＜課題・今後改善すべき点＞

固定的な性別役割分担意識の解消に向けた啓発となったか

ワーク・ライフ・バランスの啓発、促進に貢献したか

事業分野における女性、男性の参画の促進に貢献したか



重点的取組　（５）DV・児童虐待等あらゆる暴力の根絶と被害者への支援

《第４次千葉県男女共同参画計画》平成28年度事業　評価シート 施策コード 83

１　事業の概要
Ⅱ 基本的な課題 4 施策の方向 ① 施策番号 5

決算額計(千円)

年１回 実績 １回

２　事業の実施結果

３　評価
（1）男女共同参画の視点からのチェック（該当する項目のみ記載）

No. チェック

1

2 ○

3

No. チェック

4

5

6

No. チェック

7 ○

8

9

（2）改善点等
＜改善した点＞
　ＤＶ・ストーカー・人身取引の具体的な発生状況と対応結果などについて意見交換を行い、必要な情報共有を図った。

＜課題・今後改善すべき点＞
　多くの関係団体から出席があるが、一部不参加だった団体もある。年１回の開催であるため不参加となると相当期間情報共有
が図られないこととなるため、前年度不参加だった団体には積極的な参加を呼びかける。

固定的な性別役割分担意識の解消に向けた啓発となったか
ＤＶ、ストーカーなど女性が被害者となりやすい問題に
ついて情報共有を図った。

ワーク・ライフ・バランスの啓発、促進に貢献したか

事業分野における女性、男性の参画の促進に貢献したか

女性、男性双方にとって利用しやすい形態（情報提供、時間帯、そ
の他の配慮（育児・介護の便宜）等）となっているか

実
施
結
果
・
効
果

事業を利用・参加した人々の性別データが存在するか

男女のいずれか一方に偏った受益となっていないか

★視点３　男女共同参画社会形成への貢献
チェック項目 説明

企
画
・
立
案
過
程

チェック項目 説明

チェック項目 説明

事業内容や事業の設計が、固定的な性別役割分担を前提としたも
のになっていないか

性に起因する問題に配慮したか

指標名等 -

目標

　家庭等における暴力対策ネットワーク実務者連絡会議を11/21に開催（30機関参加）し、情報の共有を図った。

★視点１　企画への参画

★視点２　受益の公平性

数値目標など

事　業　名 家庭等における暴力対策ネットワーク会議の開催

担　当　課 男女共同参画課

基本目標

当初予算額計（千円） 0 0

事業の概要・目的

ドメスティック・バイオレンスや児童虐待など家庭等における弱者に対する暴力の防止及び被害者の速やかな保護に
ついて、関係機関・団体の認識の共有化と連携を強化するため、裁判所や警察、医師会などにの関係機関で構成する
「家庭等における暴力対策ネットワーク会議」を年１回開催し、それぞれの機関における状況などを確認しあい、連携
のあり方や問題点を共有している。
ネットワーク会議構成員　23団体

企画、立案過程で女性、男性双方が参画したか



重点的取組　（５）DV・児童虐待等あらゆる暴力の根絶と被害者への支援

《第４次千葉県男女共同参画計画》平成28年度事業　評価シート 施策コード 84

１　事業の概要
Ⅱ 基本的な課題 4 施策の方向 ① 施策番号 5

決算額計(千円)

- 実績 -

２　事業の実施結果

３　評価
（1）男女共同参画の視点からのチェック（該当する項目のみ記載）

No. チェック

1 ○

2

3

No. チェック

4

5

6

No. チェック

7

8

9

（2）改善点等
＜改善した点＞
市町村がＤＶ対策を推進するために策定するＤＶ基本計画について、策定済みの市町村が平成27年度末の28市町から平成28年
度末には35市町に増加した。

＜課題・今後改善すべき点＞
平成28年度末に策定した千葉県ＤＶ防止・被害者支援基本計画では平成32年度末までに全市町村でＤＶ基本計画を策定する目
標を掲げたところであり、未策定市町村への個別訪問やマニュアルの充実等を行い、計画策定を促す。

固定的な性別役割分担意識の解消に向けた啓発となったか

ワーク・ライフ・バランスの啓発、促進に貢献したか

事業分野における女性、男性の参画の促進に貢献したか

女性、男性双方にとって利用しやすい形態（情報提供、時間帯、そ
の他の配慮（育児・介護の便宜）等）となっているか

実
施
結
果
・
効
果

事業を利用・参加した人々の性別データが存在するか

男女のいずれか一方に偏った受益となっていないか

★視点３　男女共同参画社会形成への貢献
チェック項目 説明

企
画
・
立
案
過
程

チェック項目 説明

チェック項目 説明

事業内容や事業の設計が、固定的な性別役割分担を前提としたも
のになっていないか

性に起因する問題に配慮したか

指標名等 -

目標

平成28年5月に県内4地域(5/17(安房・君津・市原)、5/20(千葉・葛南・東葛)、5/24(印旛・香取・海匝)、5/27(山武・長生・夷隅)で市
町村ＤＶ担当課長会議を開催した。議題としては、当該年度の県のＤＶ対策の推進方針、市町村におけるＤＶ対策の推進に係る
実態調査の結果、女性サポートセンターへ一時保護を依頼する場合の留意点等について説明し、意見交換を行った。

★視点１　企画への参画

★視点２　受益の公平性

数値目標など

事　業　名 市町村ＤＶ担当課長会議の開催

担　当　課 男女共同参画課

基本目標

当初予算額計（千円） 0 0

事業の概要・目的

ＤＶ対策に係る認識の共有を図り、より円滑な被害者の支援につなげるため、市町村ＤＶ対策担当課長及び県内配偶
者暴力相談支援センターによる会議を県内４地域で開催する。

ＤＶの相談は女性が多いが、男性にも配慮し
た施策（男性相談等）も推進している。

企画、立案過程で女性、男性双方が参画したか



重点的取組　（５）DV・児童虐待等あらゆる暴力の根絶と被害者への支援

《第４次千葉県男女共同参画計画》平成28年度事業　評価シート 施策コード 85

１　事業の概要
Ⅱ 基本的な課題 4 施策の方向 ① 施策番号 5

決算額計(千円)

54市町村
（H31年度）

実績 53市町村

２　事業の実施結果

３　評価
（1）男女共同参画の視点からのチェック（該当する項目のみ記載）

No. チェック

1 ○

2 ○

3 ○

No. チェック

4 ○

5 ○

6 ○

No. チェック

7 ○

8 ○

9 ○

（2）改善点等
＜改善した点＞

＜課題・今後改善すべき点＞

固定的な性別役割分担意識の解消に向けた啓発となったか

ワーク・ライフ・バランスの啓発、促進に貢献したか

事業分野における女性、男性の参画の促進に貢献したか

女性、男性双方にとって利用しやすい形態（情報提供、時間帯、そ
の他の配慮（育児・介護の便宜）等）となっているか

実
施
結
果
・
効
果

事業を利用・参加した人々の性別データが存在するか

男女のいずれか一方に偏った受益となっていないか

★視点３　男女共同参画社会形成への貢献
チェック項目 説明

企
画
・
立
案
過
程

チェック項目 説明

チェック項目 説明

事業内容や事業の設計が、固定的な性別役割分担を前提としたも
のになっていないか

性に起因する問題に配慮したか

指標名等 要保護児童対策地域協議会の設置市町村数

目標

・要保護児童対策地域協議会未設置１町に対しては、当課課長より未設置町担当課長に対し、電話による設置勧奨を行った。
・市町村の要保護児童地域対策協議会の機能強化を図る一環として、協議会に専門家（アドバイザー）を８市町村に派遣し、機関連携のネット
ワーク充実強化を図った。

★視点１　企画への参画

★視点２　受益の公平性

数値目標など

事　業　名 市町村児童虐待防止ネットワーク機能の強化

担　当　課 児童家庭課

基本目標

当初予算額計（千円） 645 242

事業の概要・目的

県内の全市町村に「要保護児童対策地域協議会」が早期に設置されるよう推進するとともに、専門的人材の確保が困
難な市町村に学識経験者や精神科医等の専門家を派遣して「要保護対策地域協議会」の実効性を高め、関係機関連
携のネットワークの充実強化を図る。

企画、立案過程で女性、男性双方が参画したか



重点的取組　（５）DV・児童虐待等あらゆる暴力の根絶と被害者への支援

《第４次千葉県男女共同参画計画》平成28年度事業　評価シート 施策コード 86

１　事業の概要
Ⅱ 基本的な課題 4 施策の方向 ① 施策番号 5

決算額計(千円)

- 実績 -

２　事業の実施結果

３　評価
（1）男女共同参画の視点からのチェック（該当する項目のみ記載）

No. チェック

1 ○

2 ○

3 ○

No. チェック

4 ○

5 ○

6 ○

No. チェック

7 ○

8 ○

9 ○

（2）改善点等
＜改善した点＞

＜課題・今後改善すべき点＞

固定的な性別役割分担意識の解消に向けた啓発となったか

ワーク・ライフ・バランスの啓発、促進に貢献したか

事業分野における女性、男性の参画の促進に貢献したか

女性、男性双方にとって利用しやすい形態（情報提供、時間帯、そ
の他の配慮（育児・介護の便宜）等）となっているか

実
施
結
果
・
効
果

事業を利用・参加した人々の性別データが存在するか

男女のいずれか一方に偏った受益となっていないか

★視点３　男女共同参画社会形成への貢献
チェック項目 説明

企
画
・
立
案
過
程

チェック項目 説明

チェック項目 説明

事業内容や事業の設計が、固定的な性別役割分担を前提としたも
のになっていないか

性に起因する問題に配慮したか

指標名等 -

目標

・第１回を９月１２日（３３名）、第２回３月６日（３０名）と２回実施した。県内の児童虐待に係る機関が一同に会し、各機関で実施している事業の
共有や専門家による講演により、情報の共有を図った。（）内出席者数

★視点１　企画への参画

★視点２　受益の公平性

数値目標など

事　業　名 千葉県要保護児童対策協議会の開催

担　当　課 児童家庭課

基本目標

当初予算額計（千円） 78 71

事業の概要・目的

児童虐待について、平成22年7月に発足した「千葉県要保護児童対策協議会」を活用し、関係機関の連携強化及び情
報の共有を図る。

企画、立案過程で女性、男性双方が参画したか



重点的取組　（５）DV・児童虐待等あらゆる暴力の根絶と被害者への支援

《第４次千葉県男女共同参画計画》平成28年度事業　評価シート 施策コード 87

１　事業の概要
Ⅱ 基本的な課題 4 施策の方向 ① 施策番号 5

決算額計(千円)

- 実績 -

２　事業の実施結果

３　評価
（1）男女共同参画の視点からのチェック（該当する項目のみ記載）

No. チェック

1 ○

2 ○

3 ○

No. チェック

4 ○

5 ○

6 ○

No. チェック

7 ○

8 ○

9 ○

（2）改善点等
＜改善した点＞

＜課題・今後改善すべき点＞

固定的な性別役割分担意識の解消に向けた啓発となったか

ワーク・ライフ・バランスの啓発、促進に貢献したか

事業分野における女性、男性の参画の促進に貢献したか

女性、男性双方にとって利用しやすい形態（情報提供、時間帯、そ
の他の配慮（育児・介護の便宜）等）となっているか

実
施
結
果
・
効
果

事業を利用・参加した人々の性別データが存在するか

男女のいずれか一方に偏った受益となっていないか

★視点３　男女共同参画社会形成への貢献
チェック項目 説明

企
画
・
立
案
過
程

チェック項目 説明

チェック項目 説明

事業内容や事業の設計が、固定的な性別役割分担を前提としたも
のになっていないか

性に起因する問題に配慮したか

指標名等 -

目標

千葉県こども病院と委託契約を締結し①コーディネーターの配置（1名）、②医療機関からの虐待相談への助言（7件）、③医療従事者向け研修
会（年2回179名参加）、④ネットワーク拠点病院等を交えた虐待防止研究会（年4回、各地区部会開催多数）を実施した。

★視点１　企画への参画

★視点２　受益の公平性

数値目標など

事　業　名 児童虐待防止医療ネットワーク事業

担　当　課 児童家庭課

基本目標

当初予算額計（千円） 4,234 4,234

事業の概要・目的

児童虐待の早期発見及び深刻化を未然防止するため、千葉県こども病院に委託し、中核的な医療機関を中心として、
児童虐待対応のネットワーク作りや保健医療従事者の教育等を行い、医療機関における児童虐待対応の向上を図
る。

企画、立案過程で女性、男性双方が参画したか
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１　事業の概要
Ⅱ 基本的な課題 4 施策の方向 ① 施策番号 6

決算額計(千円)

- 実績 -

２　事業の実施結果

３　評価
（1）男女共同参画の視点からのチェック（該当する項目のみ記載）

No. チェック

1 ○

2 ○

3 ○

No. チェック

4 ○

5 ×

6 ○

No. チェック

7 　

8 　

9 　

（2）改善点等
＜改善した点＞
相談窓口対応者に対しては、行政における被害者支援の必要性、重要性を含め、相談対応能力の向上を図った。また、犯罪被
害週間に合わせて開催した「県民のつどい」では、被害者に寄り添うことの大切さを広く県民に訴えかけた。
　
＜課題・今後改善すべき点＞
窓口担当職員の入れ替わりが早いため、被害者支援の必要性、重要性について引き続き丁寧な説明を行うとともに、犯罪被害
者を社会全体で支援する県民意識が醸成されるよう、各種広報媒体を活用した広報に努める。

固定的な性別役割分担意識の解消に向けた啓発となったか 本事業に該当しない。

ワーク・ライフ・バランスの啓発、促進に貢献したか 本事業に該当しない。

事業分野における女性、男性の参画の促進に貢献したか 本事業に該当しない。

女性、男性双方にとって利用しやすい形態（情報提供、時間帯、そ
の他の配慮（育児・介護の便宜）等）となっているか

被害者支援に男女の別はなく、男女双方が
利用しやすい形態となっている。

実
施
結
果
・
効
果

事業を利用・参加した人々の性別データが存在するか 利用者等の性別はデータ化していない。

男女のいずれか一方に偏った受益となっていないか
被害者支援は男女の別がないため、一方に
偏ることはない。

★視点３　男女共同参画社会形成への貢献
チェック項目 説明

企
画
・
立
案
過
程

チェック項目 説明

チェック項目 説明

事業内容や事業の設計が、固定的な性別役割分担を前提としたも
のになっていないか

性に起因する問題に配慮したか
性犯罪・性暴力被害者に視点をおいた事業を
計画実施した。

指標名等 -

目標

県、市町村担当職員に対する研修を開催し、各関係機関の連携を強化するとともに、窓口対応職員のスキルアップを図った。また、被害者支援週間に合わせ
た街頭キャンペーンや「県民のつどい」を開催し、広く県民に対し被害者への理解を深める機会を設けた。
更に、県と県警の共同で、被害者等のための相談窓口などを掲載したリーフレットやポスターを作製し、情報提供を実施した。

★視点１　企画への参画

★視点２　受益の公平性

数値目標など

事　業　名 犯罪被害者等からの相談等の充実

担　当　課 くらし安全推進課

基本目標

当初予算額計（千円） 2,420 2,313

事業の概要・目的

県・市町村担当職員に対する研修会を実施し、各機関の連携強化と窓口職員の対応の充実を図るとともに、街頭キャ
ンペーンや性犯罪被害者支援に関する講演会の実施、パンフレットやポスターによる県民・被害者向けの情報提供な
どを実施する。

被害者に男女の別はなく、固定的な性別役割
分担を前提としたものにはなっていない。

企画、立案過程で女性、男性双方が参画したか
被害者支援を担当者の男女双方で企画・立
案している。
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１　事業の概要
Ⅱ 基本的な課題 4 施策の方向 ① 施策番号 6

決算額計(千円)

- 実績 ６回開催

２　事業の実施結果

「」
３　評価

（1）男女共同参画の視点からのチェック（該当する項目のみ記載）

No. チェック

1 ○

2 ○

3 ○

No. チェック

4

5 ○

6 　

No. チェック

7

8

9 ○

（2）改善点等
＜改善した点＞
平成２８年度の新規事業として有識者を含めた関係機関・団体の構成員によるあり方検討会議を計６回開催し、千葉県に必要な
ワンストップ支援体制について議論した。

＜課題・今後改善すべき点＞
検討会議における議論を踏まえて、性犯罪・性暴力被害者支援活動を行っている団体の活動を支援し、関係機関・団体との連携
によるワンストップ支援体制構築に向けた調整を進めるとともに、平成２９年度に予算措置することが課題となる。

固定的な性別役割分担意識の解消に向けた啓発となったか 本事業内容に該当しない。

ワーク・ライフ・バランスの啓発、促進に貢献したか 本事業内容に該当しない。

事業分野における女性、男性の参画の促進に貢献したか
あり方検討会議の構成員は男女で構成され
ている。

女性、男性双方にとって利用しやすい形態（情報提供、時間帯、そ
の他の配慮（育児・介護の便宜）等）となっているか

本事業内容に該当しない。

実
施
結
果
・
効
果

事業を利用・参加した人々の性別データが存在するか
あり方検討会議の構成員が男女で構成され
ている。

男女のいずれか一方に偏った受益となっていないか
本事業内容に該当しない。

★視点３　男女共同参画社会形成への貢献
チェック項目 説明

企
画
・
立
案
過
程

チェック項目 説明

チェック項目 説明

事業内容や事業の設計が、固定的な性別役割分担を前提としたも
のになっていないか

性に起因する問題に配慮したか
性犯罪・性暴力被害者に男女の別はない。

指標名等 検討委員会の設置

目標

性犯罪・性暴力被害者の方が安心して相談できるきめ細やかな支援を提供する体制を整備するため、平成２８年度「性犯罪・性暴力被害者に対するワンス
トップ支援のあり方検討会議」を設置し、部外有識者や関係機関・団体による会議を６回開催し、千葉県としてのワンストップ支援のあり方について検討を行っ
た。
検討会議では、支援活動を行っている団体などを活用するとともに、その活動を支援し、連携を図ることが本県におけるワンストップ支援体制に有効ではない
かとの意見があった。

★視点１　企画への参画

★視点２　受益の公平性

数値目標など

事　業　名 性暴力・性犯罪被害者に対するワンストップ支援の体制の構築

担　当　課 くらし安全推進課

基本目標

当初予算額計（千円） 654 504

事業の概要・目的

性暴力・性犯罪については、その被害者に対し、被害直後からの支援を提供することにより、被害者の心身の負担を
軽減し、その健康回復を図るとともに、被害の潜在化を防止する必要がある。
　そこで、平成２７年度中に千葉県における課題を整理したうえで、平成２８年度は外部の専門家を構成員に含む検討
委員会を設置し、千葉県としてのワンストップ支援とそれを構築・維持するための支援施策を検討していくこととする。

あり方検討会議の構成員が男女で構成され
ている。

企画、立案過程で女性、男性双方が参画したか
あり方検討会議の構成員が男女で構成され
ている。


